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科学技術基本政策策定の基本方針より抜粋

総合科学技術会議基本政策専門調査会(2010年６月16 日 )

2. なぜ外部発信力が求められるのか



JST科学技術と社会との対話に関する検討会
（2011年7月)より抜粋

2. なぜ外部発信力が求められるのか



JST広報 科学技術と社会との対話に関するアンケート調査（2011年6月)より
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3. 外部発信にはどんな手段があるか



3. 外部発信にはどんな手段があるか

入試情報

概要
ガイドブック TUAT EXPRESS
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４．誰に対して発信するのか



ITmedia ビジネスオンライン調査レポート

インターネットを使った調査で、15～23歳の男女1000人が回答した。調査期間は
2016年7月4日から12日まで。

４．誰に対して発信するのか



JSTプレスのメディア掲載件数（分野別成果）



５．受け手の立場に立って発信しよう
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末梢動脈閉塞性疾患：全身の動脈の中でも主に手足に血液を届ける動脈を「末梢動脈」と
言います。この末梢動脈に動脈硬化症が生じると、手足に血行不良が起こり、PADと呼ばれ

る病気になります。しびれや痛み、悪化すると潰瘍ができたり、ひどい場合には壊死したりす
ることもあります。末梢血管の病気の中で最も多いものです。

血管新生破綻：つまった血管から分枝伸長してあ
たらしい血管を形成する機能が働かないこと

VEGF-A：血管内皮細胞増殖因子

VEGF-A165b：血管内皮細胞抑制因子

この因子の働きを
弱めれば治療できる

（治療法の標的）

４．受け手の立場に立って発信しよう

ある医学部の発表



５．感動をわかりやすく伝えるには



出典：浅羽雅晴：JST実践文章力講座
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魚類が「胎生」になるために獲得した仕組みの
一端を解明

ポリユビキチン鎖のアミロイド様線維形成を発見
－神経変性疾患における脳内異常タンパク質

凝集の形成機構解明に期待－

骨標本で外来魚を駆除

自閉症児童は表情のよみとりが苦手
－コミュニケーション困難の一因か？－

http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/150119_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/150119_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/150119_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/150120_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/150120_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/150120_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/141217_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/141218_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/141218_1.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2014/141218_1.html
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発表日 分類 タイトル 所属・肩書 発表者 掲載紙

2020.09.29 研究成果
(ライフ)

生体のやわらかさを再現したマイクロポストアレイでの細胞牽引力の計
測と運動を模倣した伸展刺激に対する細胞の適応（応答）機構を解明

工・応用化学
客員教授 跡見順子

2020.09.28 研究成果
(マテリアル)

二液体が一部だけ混ざり合う性質による流動界面のトポロジカル変化を
発見～粘度差に由来する界面流動の通説を覆す～

工・応用化学
准教授 長津雄一郎 EurekAlert

2020.09.17 研究成果
(ライフ)

クワだけを食べるカイコの食性を実現する「味覚の2 段階認証システ
ム」を発見

農・BASE
教授 佐藤令一

日経オンライ
ン
日経10/4

2020.09.14 研究成果
(ライフ)

カーネーションの花にもカロテノイドの存在を発見～今までにない鮮や
かな黄色のカーネーションの品種開発が期待～

工・生命機能
教授 小関 良宏

農協新聞11/2
日本農業
10/16
科学新聞10/2

2020.09.11 研究成果
(マテリアル)

脂質二分子膜の引き剥がしによる膜タンパク質によるポア形成メカニズ
ムの解析

工・生命機能
教授 川野竜司

2020.09.10 研究成果
(ライフ)

難防除害虫のナミハダニの薬剤感受性を決定するGABA 受容体の一次構
造を解明

農・BASE
准教授 鈴木 丈詞 日本農業10/16

2020.09.04 研究成果
(マテリアル)

⼊⼿容易な光学活性アミノアルコールを⾻格とした新世代共役塩基安定
化型キラルカルボン酸触媒の開発に成功

工・生命機能
助教 小田木 陽

2020.08.28 研究成果
(ライフ)

イネ品種タカナリ、圃場の光環境・高CO2濃度でも高い光合成能力１日
の積算光合成量を評価 将来の多収性育種にも期待

農・ 産連
研究員 大久保智司
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発表日 分類 タイトル 所属・肩書 発表者 掲載紙

2020.08.19 研究成果
(ライフ)

葉の構造を模倣し、生物活性物質を効率よく虫に経口摂取させる
人工給餌システムを開発

農・BASE
准教授 鈴木丈詞 日本農業9/7

日経産業10/6

2020.08.18 研究成果
(ライフ)

ロックダウンによるコロナウイルス感染拡大抑制効果の相対的な
予測に向けて

工・生命 教授
農・感セ 教授

黒田 裕
水谷哲也

マイナビニュース
8/18
大学ジャーナル
8/23

2020.08.17 研究成果
(ライフ) ナノポアを用いたDNA の一塩基変異位置の検出に成功 工・生命機能

教授 川野竜司 EurekAlert

2020.08.07 研究成果
(マテリアル)

レーザー光によりガラス表面を簡単にナノ加工できる技術を開発
～光学部品に新しい機能付加の可能性～

工・先端物理
准教授 宮地 悟代

日経産業8/19
科学9/4
アドコムメディア

2020.08.03 研究成果
(マテリアル) 巨大ながんスフェロイドを簡単に作製できる⼿法を開発 工・先端物理

准教授 吉野大輔 ChemStation

2020.08.03 研究成果
(ライフ) マイクロ電極を用いた簡易ナノポアセンサーの開発 工・生命機能

教授 川野竜司 アドコムメディア

2020.07.28 研究成果
(フォトニクス)

高画質なホログラフィの動画化を実現：将来の全周立体映像技術
に向けて

工・先端機械
准教授 岩見 健太郎EurekAlert

2020.07.14 研究成果
(フォトニクス)

超高屈折率・無反射な新材料のレンズで電磁波を操る-未来の通信
や熱マネジメントに向けて-

工・電気電子
准教授 鈴木 健仁 日経オンライン

EurekAlert



５．感動をわかりやすく伝えるには

発表日 分類 タイトル 所属・肩書 発表者 掲載紙

2020.7.10 研究成果
(マテリアル）

マイクロ流路を利用して、多孔性材料の生成メカニズムを解明
-結晶生成における各配位子の役割解明-

工・生命機能
教授 川野竜司 日刊工業8/6

科学8/7

2020.6.8 研究成果
(ライフ）

リーディングシュタイナーを発動!?『2.5 次元培養細胞』の作出
に成功～筋層浸潤性膀胱がんの新たな治療法開発への利用に期待

農・動物生命
特任講師 臼井 達哉 EurekAlert

2020.5.12 研究成果
(ライフ） クマそれぞれのお食事メニュー ～性別と年齢で変わる食生活～ 農・特任助教 長沼 知子

毎日5/26
日経5/31
EurekAlert

2020.5.11 研究成果
(その他）

東京農工大学科学博物館「幻の製糸場を追え！勧工寮葵町製糸図
面３Ｄ化プロジェクト」 近代製糸技術初期の繰糸器と製糸場の
概観を復元！

科博・特任助教齊藤 有里加東京10/25

2020.5.7 研究成果
(マテリアル）

太陽の１００億倍明るい「放射光」を用いて
これまで未解明であった触媒的酸化反応の機構を完全解明：
芳香族ポリイミド原料などの効率的合成に期待

工・応用化学
教授 平野雅文

2020.4.20 研究成果
(ライフ）

光と月と外来種？！～人工光による外来カエルへの影響は月の満
ち欠けに影響される～ 農・特任助教 小峰浩隆

科学新聞5/1
日経6/21
EurekAlert

2020.3.10 研究成果
(ライフ）

新型コロナウィルス『COVID-19』の迅速診断が可能に
～⾃動PCR 検査システム活用による、世界に先駆けた技術開発～

工・生命教授
農・感セ教授

養王田正文
水谷哲也

日刊工業3/11他
ネットメディア

2020.2.26 研究成果
(ライフ）

妊娠中の食物繊維摂取は胎児の代謝機能の発達を促し、出生後、
子の肥満になりにくい体質をつくる 農・応生教授 木村郁夫

朝日3/4
日経産業3/12他
ネットメディア



発表日 分類 タイトル 所属 発表者 掲載

2019.8.9 お知らせ 「農工大プラスチック削減５Rキャンパス」活動宣言につ
いて

8/10-8/21読売・
日経・朝日・毎日

2019.8.19 研究成果
(ライフ)

アレルギー性鼻炎（花粉症）原因物質、スギ・ヒノキ花粉
飛散量の日本列島広域における同期状態の可視化に成功

農・⾃然環境
教授 酒井憲司 8/26EurekAlert

2019.8.19 研究成果
(環境) 海鳥が食べたプラスチック片から添加剤を検出 農・物質循環

教授 高田秀重 10/25日経産業

2019.8.20 研究成果
(マテリアル)

カシューナッツの殻から無色透明材料の開発に成功～地球
規模環境問題の緩和策と新興国への科学技術支援に期待～

工・応用化学
助教 兼橋 真二 8/22,25財経新聞

2019.8.22 研究成果
(マテリアル)

ホウ素化されたポリエン⾻格を１つの反応容器内で合成し、
他の有機分子への⾻格導⼊に成功：抗生物質や抗がん剤の
合成簡略化やフロー合成に期待

工・応用化学
教授 平野雅文 8/23日経

2019.8.26 研究成果
(フォトニクス)

プラズモン熱と熱電変換を組み合わせた新しい光検出器を
開発

工・電気電子
准教授 久保若奈 8/24日経

2019.9.6 研究成果
(ライフ)

腸内細菌は食用油に含まれる多価不飽和脂肪酸を代謝する
ことにより宿主の肥満を防ぐことを解明

農・応用生命
准教授(現京大) 木村郁夫

9/10 財経新聞、大学ジャーナ
ル、Q Life、9/20 スポーツ栄
養WEB、9/24 あなたの健康
百科

2019.9.13 研究成果
(ICT) スマートフォンで撮影された将棋局面をAIが認識 工・情報

教授 中川正樹
9/13 日刊スポーツ、yahoo
ニュース、Gooニュース、
9/21大学ジャーナル
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５．感動をわかりやすく伝えるには

国立大学法人東京農工大学大学院工学研究院生命機能科学部門の養王田正文教授および農学部
附属国際家畜感染症防疫研究教育センターの水谷哲也教授、プレシジョン・システム・サイエ
ンス株式会社（PSS 社）らは、『COVID-19』等重篤感染症水際防止のための⾃動PCR 検査
システム対策で連携し、これまでの共同研究成果を元にPSS 社が開発した、核酸抽出からリア
ルタイムPCR を全⾃動化した「geneLEAD システム」を活用し『COVID-19』の迅速診断技
術の可能性を確認いたしました。本プロジェクトの成果を元に、今後、検査機関とも協力し、
『COVID-19』の迅速診断法確立への貢献が期待されます。

研究成果：
東京農工大学（工学研究院生命機能科学部門）とPSS 社は、磁性体を用いた核酸の抽出や機能
解析等について共同研究を行い、その結果としてPSS 社は、核酸抽出からリアルタイムPCR 
を全⾃動化した「geneLEAD システム」を開発しました。当該システムは各研究機関や病院で
行われているPCR 検査の複雑、且つ高精度を要する工程をMagtration Technology、L・L ス
キャナー、試薬プレフィルドカートリッジにより、正確且つ迅速、簡便に⾃動実施できるよう
設計されています。

すでに、PSS 社のサイエンティフィックアドバイザリーボードの微生物学専門メンバーを中心
に、細菌やウイルス分野における活用指針が示され、熱帯、亜熱帯で発生し、世界への拡散が
予想されるデング熱、ジカ熱、エボラ熱、西ナイルウィルスあるいはマラリア等に対応できる
汎用性の高いシステムとして製品化されています。

東京農工大学（農学部附属国際家畜感染症防疫研究教育センター）とPSS 社は、それらの成果
を活用して、早急に喫緊の課題である『COVID-19』を対象とした、検査試薬とgeneLEAD シ
ステムの反応最適化条件の設定を実施することとしています。
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